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天皇と戦争・平和への道	

	

迫水久常史観による和平工作の真相	

著者：中江	克己	 	
衆議院議員高木けい秘書。日本大学法学部在学中より参議院議員迫水久常の書生として政治

修業に励み、その後第二秘書となる。以後、越智通雄、斎藤文夫、栗本慎一郎、青木宏之、

米田建三、東郷哲也といった国会議員の秘書を４５年にわたり歴任。迫水久常と遺族の証言

をまとめ、講演活動等も行う。	

	

	
	

為政者たちの言動を抽出し、俯瞰する	

本書は和平工作に大きな役割を果たした終戦時の内閣書記官長迫水久常氏の証言

をまとめ、新たな資料で肉付けした。戦争と平和への過程を緻密に描き、戦争と

平和への意思決定を俯瞰する。迫水久常長女の下荒磯徳子へのインタビューによ

り家庭人としての迫水や戦後の活躍、戦後の世相を描く。	

	


